
入 学 案 内
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〈 既 卒 生 〉

海浜幕張校

志望校を母校にする。

C O N C E P T

 最 高 峰の  
講 師 陣

少人数で
 完走率100％

 (2020 年度実績 )   

良 質 な
自習環境



少 人 数 授 業 の 手 厚 い サ ポ ー ト で

Ｓ ア カ デ ミ ー は 完 走 率 10 0 ％

Ｓア カ デ ミ ー が 他 の 塾 や 予 備 校 と 大 き く 違 う ポ イ ン ト は 、 1 クラ ス 1 0 名 ま で の

少 人 数 授 業 を 行 っ て い る 点 で す 。少 人 数 ク ラ ス は 、成 績 ア ッ プ に も 大 き く 影 響 し ま す 。

2 0 1 9 、 2 0 2 0 年 度 の 既 卒 生 ク ラ ス は 、全 生 徒 が 最 後 ま で 通 い 続 け ま し た 。

自習室の机を
個人専用に割り当て

少人数だから
直接質問しやすい

講師の

生徒理解の深さ

毎朝のSHR
（ショートホームルーム）

少人数だから
気軽に面談できる

授業内のサポートで
ドロップアウトしにくい

学習状況を理　解した授業で
安心して勉強　に打ち込める

メンタル的サポートで
不安や疑問を解決

居場所が確保され
自習を習慣化できる

学力アップ  につながる
生活リズムをキープし
勉強への意欲も向上

プロの講師・元教員が担任
目の行き届いた環境

塾全体であなたを
サポートしてくれるわ

いつでも席が
確保できて安心♪

講師との距離が
適度に近い

少人数の
環境 効　果

少人数で手厚い
サポート環境

「志望校を 母校にする」

わからない問題
もすぐに聞けるね

ＳＨＲは親御さんにも
好評なんだよ
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− 私 た ち は 一 人 ひ と り を 大 切 に し ま す −
　
　今から３０年前のことですが、私も１年間 、浪人をしました。大手に通っていたこともあり、安心感はあった

もの の 、サポートや学習に対して物足りなさがありました。

　あの時に感じた「こんな予備校があればいいな」という思いを具現化したのが、Ｓアカデミーの既卒生クラ

スです。少人数クラスで、気軽に面談ができる家族的な雰囲気を大切にしています。そして、最大手の予備校

で教えている実績がある講師が、質の高い授業をしています。確かに大手に比べればＳアカデミー

の知名度は高くはありませんが、大手をはるかに凌ぐ、質の高い授業サポートを提供しています。

　若いときの１年間は 、年齢を重ねてからの１年よりも、変化に富み、大切な時間です。

その時間を私たちと学び、志望校を母校にしましょう！
塾長　組 田  幸一郎



授 業 担 当 は

一流の講師陣

Ｓ ア カ デ ミ ー で は 、 経 験 を 積 ん だ 一 流 の 講 師

の み が 授業を行います。

少 人 数 で 学 ぶ 皆 さ ん に 最 高 の 授 業 を 提 供 し 、

１年後の合格を最大限サポートします。

講 師 が 生 徒 全 員 の 名 前 を 覚 え 、 学 習 状 況 を 把 握

す る た め に は 、ク ラ ス サ イ ズ は 小 さ く な け れ ば

い け ま せ ん 。

Ｓアカデミーでは、１クラス の 最大人数を 5 名とし、

ひとりひとりに寄り添った指導を行います。

5 名 ま で の
少 数 精 鋭 ク ラ ス

Ｓ ア カ デ ミ ー の 強 み

「どれだけ自習ができたか」は

学力アップにとって大切です。

写 真 の よ う に、 す べ て の 自 習

机 は パ ー テ ィ シ ョ ン で 区 切 ら

れ て お り、 周 囲 に 影 響 さ れ る

ことなく学習を行えます。

自習室の 完 備

Ｓ ア カ デ ミ ー で は 必 要 に 応 じ て S H R（ シ ョ ー ト ホ ー

ムルーム）を行い、必要事項の連絡、健康状態、その

時の様子をチェックしていきます。

高校教諭として 2 0 年間のキャリア（うち 18 年 間 担任）

を持っている塾長が担当します。

担任に よ る サ ポ ー ト 体 制

河合塾の模試を受験することができます。河合塾が有する実践的

な入試情報を基に、スキのない受験態勢を作り上げます。また、入

試情報も入ってくるので、安心して受験に集中することができます。

河合塾データベースの 活 用・利 用

◎ 個人専用の机が割り当てられるので
　好きなタイミングで自習ができます。
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基 礎 か ら 応 用 ま で 学 べ る２つ の コ ー ス Ｑ 　 ふ た つ の コ ー ス は 何 が 違 う の で す か ？
Ａ ． ふ た つ の コ ー ス と も 基 礎 か ら 学 び ま す が 、 α コ ー ス は 国 立 私 立 最 難 関 （ 東 大 ・ 京 大 ・ 早
慶 上 智 ） レ ベ ル を 狙 う コ ー ス で す 。
β コ ー ス は 、 α コ ー ス よ り も 基 礎 を じ っ く り と 学 び 、 Ｇ Ｍ Ａ Ｒ Ｃ Ｈ レ ベ ル を 狙 い ま す 。

Ｑ 　 全 科 目 が α と β コ ー ス の ２ つ に 分 か れ て い る の で す か ？
Ａ ． 英 語 と 現 代 文 は 、 習 熟 度 に よ っ て 分 か れ て い る 方 が 学 習 効 果 が 高 い た め 分 か れ て い ま す
が 、 他 の 科 目 は 学 習 効 果 に は 大 差 が な い の で 、 分 か れ て い ま せ ん 。

Ｑ 　 科 目 ご と に コ ー ス は 変 え ら れ ま す か ？
Ａ ． は い 、変 え ら れ ま す 。 ま た 人 数 に 余 裕 が あ れ ば 、学 期 の 途 中 で 変 更 す る こ と も 可 能 で す 。

Ｑ 　 夏 期 ・ 冬 期 講 習 時 に は た く さ ん 受 講 す る 必 要 が あ り ま す か ？
Ａ ． 講 師 と 相 談 し た 上 で 、 必 要 と 思 わ れ る 講 座 の み 受 講 を 促 し て い ま す 。 不 必 要 な 受 講 は さ
せ ま せ ん 。 夏 期 講 習 は 提 案 す る 講 座 は 多 め で す が 、 冬 は 自 学 が 大 切 な の で 、 冬 期 講 習 や 直 前
講 習 は 少 な く な り ま す 。

Ｑ 　 模 擬 試 験 は 受 け ら れ ま す か ？
Ａ ． 河 合 塾 と 提 携 し て い ま す の で 、 河 合 塾 の 試 験 を 受 け る こ と が で き ま す 。

Ｑ 　 進 路 指 導 は ど う な っ て い ま す か ？
Ａ ．提 携 し て い る 河 合 塾 の 豊 富 な 経 験 情 報 を 活 用 し た ア ド バ イ ス を 行 っ て い ま す 。指 導 に は 、
高 校 で ２ ０ 年 の 経 験 を 持 つ 塾 長 が い つ で も 対 応 し て い ま す の で 、 安 心 し て ご 相 談 下 さ い 。

Ｑ 　 面 談 は あ り ま す か ？
Ａ ． 定 期 的 に 塾 長 と の 面 談 が あ り ま す 。 そ の 時 に 、 学 習 の 進 捗 状 況 や 志 望 校 に つ い て 相 談 を
し て 下 さ い 。

Ｑ 　 印 刷 は 自 由 に で き ま す か ？
Ａ ． 版 権 の あ る も の は 印 刷 で き ま せ ん が 、 生 徒 が 自 由 に 使 用 で き る プ リ ン タ ー が 準 備 さ れ て
い ま す 。 w e b 上 の デ ー タ や 公 開 さ れ て い る 入 試 問 題 を 自 由 に 印 刷 す る こ と が で き ま す 。

Ｑ 　 国 立 志 望 で す が 、 理 科 基 礎 の 授 業 は ど う な り ま す か ？
Ａ ． 理 科 は 一 人 ひ と り の 学 習 し た い ポ イ ン ト が 違 う 傾 向 が あ る の で 、 冬 期 講 習 時 に 個 別 指 導
で 対 応 し ま す 。

Ｑ 　 Ｓ ア カ デ ミ ー の「 売 り 」は 何 で す か ？
Ａ ． 全 員 の 成 績 を 上 げ る こ と と 、「 落 ち こ ぼ し 」を で き る だ け 作 ら な い こ と で す 。 そ の た め に 、

「 少 人 数 授 業 ＋ 実 力 の あ る 講 師 ＋ 学 習 に 集 中 で き る 自 習 室 」 を 徹 底 し て い ま す 。

Ｑ 　 勉 強 に つ い て い け る か 不 安 で す 。
Ａ ． そ の 不 安 は ほ と ん ど の 人 が 持 っ て い ま す 。 英 語 に つ い て は 、4 月 の 授 業 開 始 前 に２週 間
の 基 礎 レ ッ ス ン も 用 意 し て い ま す 。 ま た 、 少 人 数 で す の で 、 分 か ら な い と こ ろ が あ れ ば 、 す
ぐ に 講 師 に 質 問 を し 、 解 決 で き る 環 境 が あ り ま す 。

東 大・京 大・早 慶 上 智 レ ベ ル を 狙 う コ ー ス で す 。・・・

・・・ Ｇ Ｍ Ａ Ｒ Ｃ Ｈ レ ベ ル を 狙 う コ ー ス で す 。

αコース

βコース

１ 週 間 あ た り の 授 業 時 間

○ 基 礎 英 語［ 前 期 ］… ４ 時 間

○ 英 作 文 法 演 習［ 後 期 ］… ４ 時 間

○ 英 語 研 究 … ４ 時 間 　

○ 古 典 … ２ 時 間 　 ○ 現 代 文 … ２ 時 間

○ 数 学 ⅠA（標 準 ）… 1 時 間

○ 数 学 ⅠA（発 展 ）［ 夏 期 か ら ］ … ２ 時 間

○ 数 学 ⅡB （標 準 ）… ２ 時 間 　 ○ 数 学 ⅡB （発 展 ）… ２ 時 間

○ 数 学 Ⅲ （標 準 ）… 3 時 間

○ 日 本 史 … ３ 時 間 　    ○ 世 界 史 … ３ 時 間

○ 物 理 演 習 … ２ 時 間 　 ○ 化 学 演 習 … ２ 時 間

〈
必
修
〉

〈
選
択
〉
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＜ Ｓ Ｈ Ｒ ＞
朝 は 、Ｓ Ｈ Ｒ か ら 始 ま り ま す 。 こ の と き に 、出 欠 の 確 認 だ け で な く 、体 調 の 管 理 も 行 い ま す 。

自 分 の 授 業 が な い と き で も 、 教 室 に 来 て 、 自 習 を 行 っ て 下 さ い 。

＊ S H R は 必 要 に 応 じ て 行 い ま す 。

＜ 授  業 ＞
授 業 の 時 間 は 、 各 教 科 に よ っ て 異 な り ま す 。 到 達 点 を 考 え た と き に 、 そ れ ぞ れ の 教 科 ・ 科

目 で 必 要 な 時 間 数 が 異 な る か ら で す 。 空 い た 時 間 は 自 習 に あ て て 下 さ い 。

＜ 自  習 ＞
ど ん な に 優 れ た 授 業 を 受 け て も 、 自 習 し な け れ ば 学 力 は つ き ま せ ん 。 授 業 を 受 け 、 自 習 を

行 う こ と で 疑 問 点 が 洗 い 出 さ れ 、 学 力 の 向 上 へ と つ な が り ま す 。 自 習 方 法 が 分 か ら な い と

き に は 、 い つ で も 積 極 的 に 講 師 に 相 談 し て 下 さ い 。

＜ 質  問 ＞
Ｓ ア カ デ ミ ー は 少 人 数 授 業 で 、 授 業 を 担 当 す る 講 師 に 質 問 が で き ま す 。 積 極 的 に 講 師 を 活

用 し 、 疑 問 点 を 解 消 し て 下 さ い 。

◯ 4 〜 7 月

◯ 9 〜 1 2 月

正 し い 生 活 の リ ズ ム を キ ー プ す る た め に Ｓ Ｈ Ｒ（ シ ョ ー ト ホ ー ム ル ー ム ）を 設 定 し て い ま す 。

睡 眠 時 間 を し っ か り と っ た 上 で 、 授 業 と 自 習 に 励 み ま し ょ う ！

授 業 時 間 割 １ 日 の ス ケ ジ ュ ー ル （ モ デ ル ）

▶︎ ▶︎ ▶︎ ▶︎ ▶︎ ▶︎

1 0 : 0 0 1 2 : 0 0 1 4 : 3 0 1 6 : 3 0 1 7 : 4 5 1 8 : 0 0 2 0 : 0 0

Ｓ
Ｈ
Ｒ

英
語
研
究

自
習

自
習

英
作
文
法
演
習

面
談

自
習

帰
宅

１日のスケジュール（後期モデル）

… 教室名 (＊) … 現役生との合同受講 … 数学Ⅰ A 標準

… 数学Ⅰ A 発展

… 数学Ⅲ標準

… 数学Ⅲ発展
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日 月 火 水 木 金 土
Ａ B C Ａ B C Ａ B C Ａ B C Ａ B C Ａ B C Ａ B C

基
礎
英
語
α

(小畠)

基
礎
英
語
β

(持田)

英
語
研
究
β

(小畠)

英
語
研
究
α

(持田)

日
本
史
(浅川)

古
典
(赤塚) (＊)

化
学
演
習
(三宅)

世
界
史
(伊藤)

現
代
文
(赤塚)

英
語
研
究
β

(小畠)

英
語
研
究
α

(持田)

基
礎
英
語
α

(小畠)

基
礎
英
語
β

(持田)

(＊)
物
理
演
習
(松尾)(＊)

数
学
Ⅲ
標準
(七海)

(＊)
数Ⅲ発
(七海)

(＊)
数
学
ⅡB
標準
(松尾)

(＊)
数
学
ⅡB
標準
(七海)

(＊)
数Ⅰ標
(七海)

日 月 火 水 木 金 土
Ａ B C Ａ B C Ａ B C Ａ B C Ａ B C Ａ B C Ａ B C

日
本
史
(浅川)

古
典
(赤塚)

英
作
文
演
習
(持田)

英
語
研
究
β

(小畠)

英
語
研
究
α

(持田)
英
作
文
演
習
(小畠)

世
界
史
(伊藤)

現
代
文
(赤塚)

英
語
研
究
α

(持田)

基
礎
英
語
α

(小畠)

基
礎
英
語
β

(持田)

(＊)
数
学
ⅠA
発展
(松尾)

(＊)
化
学
演
習
(三宅)

英
語
研
究
β

(小畠)
(＊)
物
理
演
習
(松尾)

(＊)
数
学
Ⅲ
発展
(七海)

(＊)
数Ⅲ発
(七海)

(＊)
数
学
ⅡB
発展
(七海)

(＊)
数
学
ⅡB
発展
(松尾)

(＊)
数Ⅰ発
(七海)

13:00

13:30

14:00

14:30

15:00

15:30

16:00

16:30

17:00

17:30

18:00

18:30

19:00

19:30

20:00

20:30

21:00

21:30

11:30

12:00

12:30

13:00

13:30

14:00

14:30

15:00

15:30

16:00

16:30

17:00

17:30

18:00

18:30

19:00

19:30

20:00

20:30

21:00

21:30

13:00

13:30

14:00

14:30

15:00

15:30

16:00

16:30

17:00

17:30

18:00

18:30

19:00

19:30

20:00

20:30

21:00

21:30

11:30

12:00

12:30

13:00

13:30

14:00

14:30

15:00

15:30

16:00

16:30

17:00

17:30

18:00

18:30

19:00

19:30

20:00

20:30

21:00

21:30

Ａ B C 数I標

数I発

数Ⅲ標

数Ⅲ
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

受験スケジュール

国立大学 選抜要項発表 2次出願 2次試験

私立大学 募集要項発表 一般入試出願・試験・合格発表

共通テスト 願書交付 出願 1/16,17
試験

河合塾模試日程 全統マーク模試３回、　　　記述模試３回、共通テストプレ１回　　　　　　　　

Ｓアカデミー日程
・入学
・オリエンテーション
・授業開始
・第1回保護者会

・第2回保護者会
・三者面談 夏期講習

・夏期講習
・クラス
　変更発表

・後期授業開始
・センター受験
　説明会

冬期・直前
講習優先受付

第3回
保護者会

・後期終了
・冬期講習
・出願校決定面談
・三者面談

・センター1週
　間前演習
・2次・私大演習

学習目標・注意

この時期は誰しも緊張感があります。
オーバーペースになりすぎないよう
に気をつけ、生活のリズムを大切に
しましょう。

夏期講習で自分
の課題を見つけ
ます。

「夏を制するものは受験を制す
る」とは昔からいわれていま
す。担当の先生の指示に従い、
予習復習をしっかりとこなしま
しょう。

現役生の学習も本格化します。このときの成績を少し
でも伸ばし、「逃げ切り」を意識します。そして、自
分の弱点をもう一度見つめ直しましょう。

過去問題を重ねて、センター試験対策や志望校対策を
重ねます。先生方は皆さんの力を正確に把握していま
す。アドバイスを受け入れて下さい。

基礎力養成 応用力養成　→　入試への実践力育成

年 間 ス ケ ジ ュ ー ル

予定



講 師 紹 介 校 舎 の ご 案 内

教 室

校 舎 入 り 口

自 習 室

ウォーターサーバー

Ｓ ア カ デ ミ ー の 講 師 は 学 力 ・ 授 業 力 が 高 い だ け で な く 、 生 徒 に 対 し て 愛 情 を 持 ち 、 学 力 を

伸 ば し て い き た い と い う 強 い 思 い を 持 っ て い ま す 。 こ の 、「 学 問 的 誠 実 性 」 と 「 生 徒 の 成 長

に 寄 与 し た い と い う 思 い 」 の 両 方 を 持 つ 講 師 の み が 教 鞭 を 執 っ て い ま す 。

千 葉 大 学 大 学 院 教 育 学 研 究 科 修 士 課 程 英 語 教 育 専 攻 修

了。 千 葉 県 立 成 田 国 際 高 校 な ど、 公 立 高 校 で 2 0 年 間 の

勤 務 後、 亡 父 の 会 社 を 継 ぐ た め に 退 職。 そ の 後、 理 想 の 教 育 塾 を 目 指

し S アカデミーを設立。偏差値 4 5 ～ 5 0 の生徒を、5 5 ～ 6 0 に伸ばすこ

とに定評がある。

高等学校教科書 S u n s h i n e（開隆堂出版、共編著）

『英語教師は楽しい。』（ひつじ書房、共編著）

『高校入試　短文で覚える英単語 1900』（文英堂、単著） 他

『アドバンストフェイバリット英和辞典』（東京書籍、分担執筆）

『実践コミュニケーション英文法』（三修社、共著）

『良問でわかる高校英語』（学研教育出版）　他

（著書） （著書）

明治大学法学部卒。県内大手塾で長く高校生指導を担

当。東大、京大、国立医学部、東京外語大といった最

難関大向けの指導実績もさることながら、中堅高校の在校生の成績

を上げ G M A R C H 合格へ多数貢献してきた。又ここ 10 年来千葉大に

ほぼ毎年欠かさず複数名の合格者を出していることへの評価は高い。

高校時代に自身が英語に挫折した経験から、「基礎」を重視しつつ、

もっと知りたいという「好奇心」を刺激していく授業を目指している。

東京理科大学理学部卒業。高校教師を経て予備校講

師となる。大手予備校でのアンケートでは常に上位

に 位 置 し、 締 切 講 座 を 毎 年 出 し て い る。 趣 味 は ク ル マ・ バ イ ク の

チューンや自作パソコンなど物を作ること、サーキットを走ったり

スキューバダイビングをしたりとアクティブなことも。老後は世田

谷ベースみたいなものを作って遊んで暮らす生活を考えている。

神奈川大学外国語学部スペイン語学科卒業。大手予備

校にて生徒満足度アンケートでは常にトップレベルの

数字を出し、担当する季節講習の大半は申し込み開始日即日締切講座

になる。自身が偏差値 30 から 65 まで上げた経験があるので、勉強が

苦手、できないという生徒の気持ちを誰よりも理解できる講師である。

獨協大学外国語学部英語学科卒業、早稲田大学大学院教育学研

究科修士課程国語教育専攻修了。「解法からの解放」をモットー

に、英文法・古典文法・漢文法を「ことば」として学び、出題形式に左右され

ない基礎学力を身につける授業を展開する。授業に参加する者は大学入試の先

行きが見通せない中でしっかりとした手がかり、足がかりを得ることができる。

千葉大学工学部卒業、同大学院修了。千葉大学が行っ

ている高校２年生から大学に入学する「飛び級入学」

日本第一号。私立高校入試から国公立２次対策まで全てに対応でき

る。ソフトな語り口と、わかりやすい授業は中高生全てに支持され

ている。

筑波大学卒、同大学院修士課程修了・博士後期課程満期

退学都内を中心に予備校・塾・高校で世界史講師とし

て活動。世界史の「理解」をモットーに暗記だけに頼らない授業を展

開。オリジナルの手法・教材を駆使した授業は、毎年の各担当クラスで、

センター試験の平均 80 点以上をマークするなど結果を出し続ける。

東京学芸大学大学院中退。専門は認知心理学（文章理

解の心理学）。予備校生時代に学ぶことの楽しさに目覚

め、学問と予備校研究に没頭。現在も講師業の傍ら都内の大学で哲学

と社会学を勉強中。確固とした「読解理論・解答理論」に基づく指導

に定評がある。指導のモットーは「即時性・再現性・双方向性」である。

香川県出身。東京大学卒、同大学薬学系研究科修士

2 年 生。 東 大 陸 上 部 で 活 躍 し、 学 問 と ス ポ ー ト と の

両立をしてきた。人柄もソフトで、生徒からも人気がある。

東京大学大学院アジア研究専攻に在籍。国語におい

て求めることは論理的な読解とそこから生まれる論

理的な思考。一つの言葉はさまざまな背景から紡がれた思考の発露

であるという考えのもと、言葉やその流れを重視した読解を行う。

毎 日 オ ー プ ン し て い る 自 習 室 が あ り 、 集 中 し て 学 習 に 取 り 組 む こ と の で き る 環 境 が 用 意 さ

れ て い ま す 。 こ こ は 、 独 立 し た 自 習 室 な の で 、 静 か な 環 境 で 自 習 を 行 う こ と が で き ま す 。

組 田  幸 一 郎

小 畠  慎 壹

奈 波  山 都

笠 原  紀

持 田  哲 郎

松 尾  圭

伊 藤  敏

浅 川  洋

三 宅  功 朔
赤 塚  智 弥

科目　英 語

科目　英語

科目　数学

科目　英 語

科目　英 語・古典

科目　数 学・物理

科目　世界史

科目　日本史

科目　物理・化学
科目　現代文・古典

P O I N T
自 習 室 は 、 個 人 専 用 机 が 割 り 当 て ら れ る の で

参 考 書 を 置 い た り プ リ ン ト を 貼 っ た り と 、 自

由 に ア レ ン ジ で き ま す 。生 徒 に も 大 好 評 で す 。
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保 護 者 の 皆 様 へ

第 １ 回 　 ４ 月
●  Ｓ ア カ デ ミ ー の 教 育 方 針 　 ●  年 間 ス ケ ジ ュ ー ル

第 ２ 回 　 ６ 月
●  模 試 成 績 表 に つ い て
●  夏 期 の 過 ご し 方 と 後 期 の 学 習 の 取 り 組 み 方

第 ３ 回 　 1 1 月 〔 三 者 面 談 〕
●  志 望 校 の 最 終 確 認 　 ●  受 験 直 前 期 の 過 ご し 方 に つ い て

※ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 状 況 に よ っ て 中 止 に な る こ と が
　 ご ざ い ま す 。

第 １ 回 　 ４ 月
●  1 年 間 の 過 ご し 方 に つ い て 　 ●  学 習 計 画 に つ い て

第 ２ 回 　 ６ 月
●  夏 期 の 過 ご し 方 　 ●  志 望 校 に つ い て 　 ●  学 習 の 進 捗 状 況

第 ３ 回 　 ９ 月
●  受 験 ま で の 計 画 　 ●  学 習 の 進 捗 状 況

保 護 者 会

二 者 面 談

〈 海浜幕張 校 〉  千葉市美浜区打瀬 2 丁目 5 番 パティオス 3 番街
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